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Ⅰ 金属蛋白質の構造機能解析 
Structural and Functional Studies of Some Metalloproteins 

城 宜嗣 

Shiro, Y. 

 

生体内には数多くの金属蛋白質・金属酵素が存在し、酸化還元あるいは酸塩基触媒反応、気体

分子の運搬・貯蔵・センシングなどさまざまな生理機能を関与している。本グループでは、SPring-

8 および SACLA を用いて様々な金属蛋白質・金属酵素の結晶構造や溶液構造を解析し、構造に

基づいた分光学的な特徴と生化学的な機能解析から触媒反応の仕組みを解明する研究を展開し

ている。本年度は緑膿菌で脱窒に関与する一酸化窒素還元酵素（膜結合型蛋白質）の反応中間体

の時間分解分光測定を行い、活性中心の金属への一酸化窒素の配位構造に関する知見を得た。ま

た、脱窒過程で機能する複数の酵素の超分子複合体の結晶化を試みるとともに、複合体形成の際

の相互作用の解析を行った。SACLA を利用した研究では、カビ由来一酸化窒素還元酵素である

シトクロム P450nor の構造解析を行い、放射線損傷の無い状態での一酸化窒素のヘム鉄への配位

構造の特徴を明らかにした。 

 

 

Ⅱ 生体内の金属動態の構造生物学的研究 

Structural Biology on Metal Dynamics in Cell  

杉本 宏 

Sugimoto, H. 
 

微量生体金属元素の細胞内への吸収・運搬・濃度感知などの生体内動態に関わるタンパク質の

分子機能と作動機構を解明することを目的とし、関連する膜タンパク質の立体構造解析を進め

ている。病原性バクテリアは宿主体内に多く存在するヘモグロビンからヘム（鉄−ポルフィリン

錯体）を奪いとり、膜内在型のヘムトランスポーターを利用して細胞内に取り込むことで増殖に

利用している。本年度は、ヘム獲得システムで機能するヘム結合タンパク質の好熱菌のホモログ

の結晶構造解析と分光解析を行い、種の違いによる多様なヘムの認識様式と構造変化の機構を



明らかにした。また、ヒトの腸管での鉄イオン吸収に関与している鉄還元酵素 Dcytb の機能構造

解析を目的として、今年度は界面活性剤中および脂質中での結晶化を行い、SPring-8 において X

線回折データの収集を実施して構造解析を進展させた。 
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